
一般競争入札（総合評価落札方式）に関する質問及び回答（Q&A） 

最終更新日 2026 年 5 月 19 日 

独立行政法人情報処理推進機構 

件名：IPA クラウドに係るランディングゾーン構築および運用業務（Microsoft Azure） 

項番 資料名 

頁番

号 

項目名 質問内容 回答 回答掲載日 

1 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築  (4)サブ

スクリプショ

ンおよびアカ

ウント管理支

援 

現在稼働中の Azure 環境または AWS 等からの

移行予定を含め初期段階で想定すべき最低限

必要なサブスクリプションの数やドメイン数

はどれ程を見込むと望ましいかご教授願いま

す。あわせて、組織構造との整合性の観点から、

部署単位でサブスクリプションを分ける運用

かサービス単位でタグを設定し、各部署のタグ

を用いて費用算出する運用のどちらが貴構に

とって望ましいかご教授願います。 

初期段階でのサブスクリプションの数

やドメイン数については、仕様書に記載

の内容およびランディングゾーンの要

件整理の中で検討することを想定して

おります。また、サブスクリプションは

部署単位ではなくサービス単位で分割

し、タグを用いて費用を算出する方針が

望ましいと考えておりますが、こちらに

ついても要件整理の中で検討すること

を想定しております。マイクロソフト社

のベストプラクティス等や提案事業者

様のご知見や推奨構成等を基にご提案

を記載いただけますようお願いいたし

ます。 

2026 年 

5 月 15 日 



2 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築  (7)セキ

ュリティガー

ドレールの作

成とデプロイ 

本業務で作成するセキュリティガードレール

やポリシーの変更履歴について、管理を行いテ

スト環境で検証してから業務利用する環境へ

反映させるという運用のリリース管理 設計を

行うため、サブスクリプションの数やドメイン

は検証環境と業務利用する本番環境をそれぞ

れ用意し管理運用することが必須となるか否

かご教授願います。 

こちらについても要件整理の中で検討

することを想定しております。マイクロ

ソフト社のベストプラクティス等や提

案事業者様のご知見や推奨構成等を基

にご提案を記載いただけますようお願

いいたします。 

2026 年 

5 月 15 日 

3 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構 築 

(6)Azure 

Policy による

ガ ー ド レ ー 

ルの実装 

Azure Policy による自動監査が想定されます

が、Policy で設定をする基準について貴構独自

のセキュリティチェックリスト等は存在する

かご教授願います。仮に存在する場合で、かつ、

当該セキュリティチェックリストの内容を

Azure Policy のカスタム定義とすることが望

ましい場合、事前にセキュリティチェックリス

ト等の情報をご提供いただけますと幸いです。 

国家サイバー統括室が公開する「政府機

関等のサイバーセキュリティ対策のた

めの統一基準群」に基づく情報セキュリ

ティ関連規程がございますが、その中に

Azure Policy に適用できるセキュリティ

チェックリストはございません。定義は

要件整理の中で検討することを想定し

ております。マイクロソフト社のベスト

プラクティス等や提案事業者様のご知

見や推奨構成等を基にご提案を記載い

ただけますようお願いいたします。 

2026 年 

5 月 15 日 



4 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築  (7)セキ

ュリティガー

ドレールの作

成とデプロイ 

現在稼働中の Azure 環境または AWS 等からの

移行予定がされている Azure サブスクリプシ

ョンに対しても本業務で作成するガードレー

ルを一律に適用する計画がある場合、現行業務

への影響調査は本業務の対象範囲外として問

題ないかご教授願います。 

現行業務への影響調査については、本業

務の対象範囲外となります。一方、円滑

な移行の観点から移行実施担当者への

情報（設定内容、ポリシー、制限事項等）

のご共有はお願いいたします。 

2026 年 

5 月 15 日 

5 Ⅲ.仕様書 p.21 

3.IPA クラウ

ドの概要 

3.1 機 能 

⑥IPA クラウ

ド用ネットワ

ーク、⑦ IPA

クラウド用セ

キュリティ管

理環境 

各サブスクリプションの接続性について、将来

的に「Azure Virtual WAN」のようなマネージ

ドな接続サービスの移行は現時点では視野に

入れず、標準的な「Hub＆Spoke」構成を想定

し構成するものとして問題ないかご教授願い

ます。 

また、各サブスクリプションで共通して利用す

る共有サービス（DNS、ログ集約用 Storage 等）

を Hub 側に集約する場合、貴構職員による

Portal 経由での直接的な操作はどれ程を見込

むと望ましいかご教授願います。 

サブスクリプションの接続性について

は、現時点では、「Azure Virtual WAN」

のようなマネージドな接続サービスの

利用は想定しておりませんが、こちらに

ついても要件整理の中で検討すること

を想定しております。マイクロソフト社

のベストプラクティス等や提案事業者

様のご知見や推奨構成等を基にご提案

を記載いただけますようお願いいたし

ます。 

2026 年 

5 月 15 日 

6 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築 

テストについて、単体テストおよび結合テスト

のみを実施する前提と理解しておりますが、本

認識で相違ございませんでしょうか。 

p.25 に記載のとおり 5.1(5)、(6)、(7)に

ついてテストを実施することとしてお

りますが、マイクロソフト社のベストプ

ラクティス等や提案事業者様のご知見

等を基にご提案を記載いただけますよ

うお願いいたします。また、内容につい

ては要件整理の中で検討することを想

定しております。 

2026 年 

5 月 19 日 



7 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築 

RBAC ロールについては、組み込みロールのみ

を対象とし、カスタムロールは対象外とする前

提で認識しておりますが、本認識で問題ござい

ませんでしょうか。 

RBAC についても要件整理の中で検討

することを想定しております。マイクロ

ソフト社のベストプラクティス等や提

案事業者様のご知見や推奨構成等を基

にご提案を記載いただけますようお願

いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 

8 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築 

Azure Policy については、組み込みポリシーの

みを対象とし、カスタムポリシーは対象外とす

る前提で認識しておりますが、本認識で問題ご

ざいませんでしょうか。 

Azure Policy についても要件整理の中で

検討することを想定しております。マイ

クロソフト社のベストプラクティス等

や提案事業者様のご知見や推奨構成等

を基にご提案を記載いただけますよう

お願いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 

9 Ⅲ.仕様書 p.25 

5.1 ラ ン ディ

ングゾーンの

構築 

セキュリティガードレールのテンプレート一

式およびその説明書については、実際に適用

したセキュリティガードレール（Azure 

Policy）の一覧および各ポリシーの説明を対

象とする想定でよろしいでしょうか。認識に

相違がないかご教示ください。 

ご認識のとおり、実装した Azure Policy

等のガードレールに関する一覧および

各ポリシーの内容、目的、設定値等の説

明を含むものと想定しております。加え

て、再現性を確保する観点から、設定内

容をテンプレート化した形式でのご提

供をお願いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 



10 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

本プロジェクトにおける「定期的な監査およ

びコンプライアンス確認」については、以下

の内容を実施する認識でおりますが、相違ご

ざいませんでしょうか。 

- Defender for Cloud の検知状況の確認 

- Azure Policy の準拠状況（検知状況）の確

認 

- ID統制の確認（ランディングゾーンで定義

したルールに基づいたID作成・管理がされて

いるかの確認） 

- コスト状況の確認 

こちらについても要件整理の中で検討

することを想定しております。マイクロ

ソフト社のベストプラクティス等や提

案事業者様のご知見や推奨構成等を基

にご提案を記載いただけますようお願

いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 

11 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

運用手順書については、以下の内容を作成す

る想定でおりますが、認識に齟齬がないかご

確認ください。 

- Azure Policy の適用および保守運用（ガー

ドレールを含む） 

- Entra ID におけるユーザー作成、ユーザー

管理、権限設定 

- コンプライアンス状況の確認手順

（Defender for Cloud／Azure Policy／ID管理

状況／コスト） 

こちらについても要件整理の中で検討

することを想定しております。マイクロ

ソフト社のベストプラクティス等や提

案事業者様のご知見や推奨構成等を基

にご提案を記載いただけますようお願

いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 



12 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

運用手順書のレビューについては、以下の前

提で認識しておりますが、問題ございません

でしょうか。 

- 貴社によるレビューは、1ドキュメントあた

り最大2回まで 

- レビューに際し、貴社以外の第三者による

レビューおよびセキュリティ観点での脆弱性

診断等は実施しない 

運用手順書のレビュー回数には上限や

下限は設けず、必要に応じて実施するこ

とを想定しております。レビューにあた

っては、当機構職員に加え、当機構が必

要と判断した第三者（外部有識者等）に

よるレビューを実施する場合がござい

ます。 

2026 年 

5 月 19 日 

13 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプションの移管作業については、

現行サブスクリプションを開発・運営してい

る事業者にて実施される想定で理解しており

ますが、本認識で相違ございませんでしょう

か。 

ご認識のとおり、サブスクリプションの

移管作業自体は、既存事業者が実施する

想定となります。一方、円滑な移行の観

点から移行実施担当者への情報（設定内

容、ポリシー、制限事項等）のご共有は

お願いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 

14 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプション移管支援の範囲について

は、サブスクリプション移管に関する一般的

な技術的助言・情報提供のみを実施し、弊社

による移管作業の実作業は実施しない前提で

認識しておりますが、本認識で問題ございま

せんでしょうか。 

移管作業の実作業は含みませんが、移管

支援としては、一般的にとどまらず、ラ

ンディングゾーンの設計を念頭に置い

た技術的助言・情報提供が必要となりま

す。 

2026 年 

5 月 19 日 



15 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプション移管作業において、個別

サブスクリプションに起因する固有の問題が

発生した場合は、貴機構にてご対応いただく

想定で認識しておりますが、本認識で相違ご

ざいませんでしょうか。 

個別サブスクリプションに起因する課

題については、原則として IPA および既

存事業者にて対応する想定となります

が、その問題がランディングゾーンの設

計に関係するか等も含め、受注者は必要

に応じて技術的な助言を行うことを想

定しております。 

2026 年 

5 月 19 日 

16 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプション移管支援の範囲として、

新規サブスクリプションの契約および開通手

続き等に関するQA対応はスコープ外とする理

解でおりますが、本認識で問題ございません

でしょうか。 

サブスクリプション移管支援の範囲と

して、新規サブスクリプションの契約・

開通手続きに関する QA 対応は、本業務

の対象外と考えておりますが、ランディ

ングゾーン内に新規サブスクリプショ

ンを配置するための QA 対応は含まれる

ものと認識しております。 

2026 年 

5 月 19 日 

17 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプション移管支援においては、マ

ルチテナント環境のサブスクリプション移管

は対象外とし、単一テナントにおけるサブス

クリプション移管のみを対象とする前提で認

識しておりますが、本認識で相違ございませ

んでしょうか。 

テナント構成については、単一テナント

に限定せず、移管対象のサブスクリプシ

ョンの移管方法に応じて適切に対応す

ることを想定しております。 

2026 年 

5 月 19 日 

18 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

サブスクリプション移管支援における対応時

間の上限について、以下の条件を想定してい

ますが、問題ございませんでしょうか。 

- 上限時間：30時間／月 

※上限時間を超過する場合は、別途ご相談の

対応時間の上限については仕様書上の

制約は設けておりません。本業務の目的

を達成できる範囲で現実的かつ妥当な

ご提案をお願いいたします。 

受注者が想定する上限時間を超過する

2026 年 

5 月 19 日 



うえ追加費用を請求させていただく場合がご

ざいます。 

場合であっても、追加費用のお支払いは

できかねます。 

19 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

Azure運用保守サポートの内容については、

以下の認識に相違がないかご確認ください。 

- Azure利用状況の月次報告（Entra ID／

Azure管理グループ） 

- 監査およびコンプライアンス確認の月次報

告（Defender for Cloud／Azure Policy／ID作

成状況／コスト） 

※ID作成状況については、ランディングゾー

ンで定義したルールに基づき、適切にIDが作

成・管理されているかの確認を実施 

- Entra IDユーザーの新規作成対応 

- Entra ID、Azure管理グループおよびAzure

サブスクリプション環境に関する問い合わせ

対応 

- 各種設計書および運用手順書の更新 

p.26 の 5.2(1)に記載の内容をご確認い

ただき、マイクロソフト社のベストプラ

クティス等や提案事業者様のご知見や

推奨構成等を基にご提案を記載いただ

けますようお願いいたします。詳細につ

きましては要件整理の中で検討するこ

とを想定しております。 

2026 年 

5 月 19 日 

20 Ⅲ.仕様書 p.27 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

Azure運用保守サポートにおける対応時間の

上限について、以下の前提で問題ございませ

んでしょうか。 

- 運用保守・月次報告：上限30時間／月 

- 各種設計書の更新対応：上限4時間／月 

※上限時間を超過した場合は、当該月内の対

応を一時停止し、翌月以降に対応を再開する

想定としております。 

※未消化の工数について、翌月への繰り越し

は行わない前提としております。 

対応時間の上限については仕様書上の

制約は設けておりません。本業務の目的

を達成できる範囲で現実的かつ妥当な

ご提案をお願いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 



※プロジェクト期間内に完了しない対応事項

が発生した場合には、貴社にて引き取り対応

いただく想定としております。 

21 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.3 ラ ン ディ

ングゾーンの

引継ぎ 

Azure環境の引き継ぎ対象については、以下

の内容を引き継ぐ想定で認識しております

が、相違ございませんでしょうか。 

- 設計書 

- 運用手順書 

設計書および運用手順書に加え、構築内

容、設定情報、コード（IaC）、テスト仕

様書、テスト結果報告書等、運用に必要

な資料等一式を含むものと想定してお

ります。 

2026 年 

5 月 19 日 

22 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.3 ラ ン ディ

ングゾーンの

引継ぎ 

Azure環境引き継ぎの実施内容については、

以下の前提で想定しておりますが、問題ござ

いませんでしょうか。 

- 引き継ぎ先事業者との引き継ぎ会を、計3回

（各回1時間）実施 

- 上記引き継ぎ会の完了をもって、弊社の引

き継ぎ対応は完了とする 

- 引き継ぎ完了後の問い合わせ対応は対象外

とする 

- 引き継ぎにあたり、既存ドキュメントの修

正は実施しない 

- 引き継ぎ時に作成するドキュメントは引き

継ぎ報告書のみとし、それ以外の新規ドキュ

メント作成は実施しない 

引継ぎの実施方法及び回数については、

特段の指定は設けておりません。円滑か

つ確実な引継ぎが実施されるよう、必要

な回数及び内容について提案事業者様

にてご提案いただくことを想定してお

ります。なお、引継ぎにあたっては、後

続事業者が本業務の内容を適切に理解

し、運用を継続できる状態とすることを

前提とし、必要に応じて資料の補足・更

新等の対応を含め実施するものとしま

す。 

2026 年 

5 月 19 日 



23 Ⅲ.仕様書 p.26 

5.2 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用 

仕様書において、リソース作成および管理に

ついては Infrastructure as Code（IaC）での

実施が望ましい旨の記載がございますが、以

下の作業についてIaCにより実施する想定で認

識しております。本認識で相違ございません

でしょうか。 

- Azure Policy の適用 

- ユーザー作成および権限設定 

また、上記以外にIaCによる実施を想定されて

いる作業がございましたら、ご教示いただけ

ますでしょうか。 

こちらについても要件整理の中で検討

することを想定しております。マイクロ

ソフト社のベストプラクティス等や提

案事業者様のご知見や推奨構成等を基

にご提案を記載いただけますようお願

いいたします。 

2026 年 

5 月 19 日 
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6.3 ラ ン ディ

ングゾーンの

運用およびサ

ポートに関す

る要件 

本業務における対応時間について、土日祝日

を含めた対応が求められるものではなく、原

則として平日9時30分から18時15分までの時

間帯における対応を想定している認識でおり

ます。仕様書等に「24時間365日」の記載が

ございますが、当該記載はメール等での問い

合わせの受付を指すものであり、実作業の対

応は平日9時30分から18時15分までの時間帯

に限定される想定で認識しておりますが、本

認識で相違ございませんでしょうか。 

ご認識のとおり、仕様書の「24 時間 365

日」は、問い合わせ受付を示しておりま

す。実作業は、原則として平日 9 時 30 分

から 18 時 15 分の時間帯での実施を想定

しております。 

2026 年 

5 月 19 日 

 


